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特 集

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
!?

　

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
分
野
で
「
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
略
称
Ｄ
Ｘ
・
デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス
）」
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
は
、

経
済
産
業
省
が
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ま

と
め
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

Ｄ
Ｘ
と
は
、 「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

激
し
い
変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
基
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、

業
務
そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、

企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、
競
争
上
の

優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。

　
「
そ
う
聞
い
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、

関
係
あ
る
の
は
大
企
業
で
、
う
ち
の
お
店

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
と
、
次
々
と
新
た
な
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま

れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。
ど
の
業
種
・
業

界
に
も
、
新
規
参
入
者
が
現
れ
て
競
合
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
は
消
費
者
の
消
費
行
動
を
変
え

て
い
き
、
需
要
が
変
化
し
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
令
和
３
年
度
の
重
点
事
業

と
し
て
、
当
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
と
、

会
員
事
業
所
の
Ｉ
Ｔ
活
用
経
営
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
加
速

す
る
デ
ジ
タ
ル
化

　

テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
等
で
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
や
ゲ
ス
ト
が
離
れ
た
場
所
か
ら

モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
参
加
し
て
い
る
姿
を

見
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
以
前

は
ス
タ
ジ
オ
に
み
ん
な
が
集
ま
り
、
横
一

列
に
並
ん
で
進
行
す
る
の
が
当
た
り
前
の

光
景
で
し
た
。
１
年
経
た
な
い
間
に
離
れ

た
場
所
か
ら
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

出
演
す
る
ス
タ
イ
ル
が
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
の
回
り
に
目
を
移
す
と
、
感
染
予
防

対
策
の
た
め
相
次
い
で
中
止
と
な
っ
て
い

た
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
形
で

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遠
い

存
在
、
ま
だ
先
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
、
身
近
に
近
づ
い

て
き
て
い
ま
す
。

身
近
で
始
ま
っ
て
い
る

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

　

当
所
で
は
、
２
年
前
か
ら
会
員
交
流
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
階
の
ホ
ー
ル

で
80
名
が
集
ま
り
、
会
員
事
業
所
の
料
理

を
囲
み
な
が
ら
、
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
や
商

品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
名
刺
交
換
を
行
な
っ

た
り
す
る
も
の
で
す
。
異
業
種
間
で
交
流

が
で
き
る
好
評
の
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
と
い
う
形
で
開
催
し
ま

し
た
。
昼
の
部
と
夜
の
部
を
開
催
し
、
計

25
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
は
、「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

（
ズ
ー
ム
）」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
会
議
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま

す
。
参
加
者
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
同
じ
場

所
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互

い
の
顔
を
見
な
が
ら
、
会
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

参
加
に
必
要
な
も
の

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
（
定
額
プ
ラ

ン
や
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
推
奨
）

▲オンライン交流会の様子。事務所や自宅から
　アクセスし参加することができる。

今がチャンス！デジタル技術
2 2 2 2 2 2

の活用
　昨年から続くコロナウイルスの流行により、私たちの生活は大き
く変化しています。緊急事態宣言や外出自粛、感染予防のため、人
の往来や交流は激減し、経済活動も減速しています。同時に、コロ
ナ禍を機に、新たなサービスや商品、ビジネスモデルが生まれてお
り、デジタル技術の活用はますます加速しています。今回は、ビジ
ネスの場で加速するデジタル技術の活用について取り上げます。
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ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
の
場
が
減
る

中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
良
か
っ
た
点
と
し
て
「
移
動
に

か
か
る
時
間
や
経
費
を
削
減
で
き
る
」。

「
自
宅
や
事
業
所
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

状
態
で
参
加
で
き
る
の
で
話
し
や
す
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
が
る

　

参
加
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
満
足
度
は
高
く
、「
自
社
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
」、「
廿
日
市
の
い
ろ
い
ろ

な
会
社
の
方
と
交
流
を
持
て
た
」、「
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
貴
重

で
良
い
経
験
だ
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り

初
め
て
の
参
加

　

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
に
初
め
て
参
加
さ

れ
た
と
い
う
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◉
普
段
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

メ
ー
ル
も
使
用
せ
ず
、
主
に
電
話
と
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
操
作
に
不
慣
れ
で
、

「
チ
ャ
ッ
ト
」
な
ど
新
た
な
言
葉
が
出
て

く
る
と
「
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
状
況
で

す
。』

◉
参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

『
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
今
ま
で
あ
っ
た
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
の
場
も
な
く
な
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
興
味
は
あ
っ
て
も
機

器
の
操
作
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、

商
工
会
議
所
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
え

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
と
い
う
も
の
に
多
少
な
り
と
も
慣

れ
て
お
こ
う
と
考
え
参
加
し
ま
し
た
。』

◉
参
加
さ
れ
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

『
交
流
会
が
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
と
い

う
点
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
会
場
で
行
う
交
流
会
と
比
べ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
、時
間
の
制
限
が
あ
っ
た
り
、

参
加
者
同
士
個
別
の
会
話
は
難
し
い
な
ど

の
違
い
が
わ
か
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
交
流
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
是
非
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の
流
れ

に
乗
っ
て
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。』�

（
70
代
サ
ー
ビ
ス
業
）

事
業
に
取
り
入
れ
て

い
こ
う
！

　

先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、当
所
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
館
内
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
完
備

４
月
よ
り
館
内
ご
利
用
時
に
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
ご
使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

●
会
員
メ
ル
マ
ガ
の
実
施

月
に
２
回
程
度
厳
選
し
た
役
立
つ
情
報
を

メ
ー
ル
に
て
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
ご

希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

［メルマガ登録］

●
専
門
家
相
談

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
等
、
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
ス
キ
ル
別
セ
ミ
ナ
ー

事
業
で
活
用
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
予
定
で
す
。「
無
料
で
使
え

る
販
促
ツ
ー
ル
」
や
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
作

り
方
」
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

（
記
事
：
目
黒
）

▲ 交流会中の事務局の様子。司会者が参加者の顔を見ながら進める。
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全
国
の
業
況

「
持
ち
直
し
の
兆
し
も
、
依
然
厳
し
い

状
況
。
先
行
き
は
回
復
へ
の
期
待
感

み
ら
れ
る
も
、
警
戒
感
続
く
」

　

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
35
・

３
（
前
月
比
＋
11
・
５
ポ
イ
ン
ト
）。
デ
ジ

タ
ル
投
資
の
増
加
を
背
景
に
需
要
が
伸
び

て
い
る
半
導
体
関
連
や
堅
調
な
自
動
車
関

連
の
製
造
業
の
ほ
か
、
飲
食
料
品
・
家
電

製
品
を
中
心
に
巣
ご
も
り
消
費
に
下
支
え

さ
れ
た
小
売
業
で
業
況
感
が
改
善
し
た
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
に
伴
い
、
飲
食
店
な
ど
で
日
中
の

客
足
が
回
復
し
、
売
上
に
持
ち
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
原
油
価
格
の

上
昇
に
よ
る
燃
料
費
の
増
大
等
の
コ
ス
ト

負
担
増
や
年
度
末
の
資
金
繰
り
を
不
安
視

す
る
声
も
多
く
、
中
小
企
業
の
景
況
感
は

持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

依
然
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

※
業
況
Ｄ
Ｉ
改
善
も
、
比
較
対
象
の
前
年

同
月
（
２
０
２
０
年
３
月
）
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
Ｄ
Ｉ

が
過
去
最
大
の
悪
化
幅
（
２
０
２
０
年

２
月
比
▲
16
・
４
）
を
記
録
し
た
時
期

で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
。

 

会
議
所
管
内
の
1
～
3
月
景
況

「
業
況
Ｄ
Ｉ
は
回
復
傾
向
。
先
行
き
も

回
復
へ
の
兆
し
を
感
じ
る
結
果
」

　

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
8.3
。
前

回
調
査
（
10
～
12
月
）
か
ら
プ
ラ
ス
10
・

２
ポ
イ
ン
ト
持
ち
直
す
。
産
業
別
で
は
、

卸
小
売
業
が
前
回
値
（
▲
60
・
０
）
か
ら

今
回
値
（
0.0
）
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
く

回
復
し
て
い
る
。
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、今
回
値
▲
12
・
５
（
前
回
値
▲
22
・
２
）

と
プ
ラ
ス
9.7
ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が

回
復
し
て
い
る
。
建
設
業
は
、
今
回
値
0.0

で
前
回
値
33
・
３
か
ら
マ
イ
ナ
ス
33
・
３
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
製
造
業
は
今
回

値
▲
13
・
３
（
前
回
値
▲
10
・
０
）
と
若
干

マ
イ
ナ
ス
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

全
業
種
に
て
仕
入
価
格
が
上
昇
（
前
回

値
3.8
→
今
回
値
22
・
２
）。
ま
た
、
全
業
種

に
て
雇
用
人
員
不
足
が
広
が
っ
て
お
り
、

先
行
き
も
不
足
が
続
く
見
込
み
。

　

４
～
６
月
の
先
行
き
業
況
は
0.0
（
前
回

値
▲
25
・
９
）
と
回
復
へ
の
兆
し
を
感
じ

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
産
業
別
の
各
事
業
所
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
景
気
動
向
の
要
因
や

今
後
の
課
題
や
重
点
事
項
な
ど
。

【
製 

造 

業
】

『
Ｄ
Ｘ
化
推
進
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
見
直
し
。
新
し
い
市
場
開
拓
。（
木

製
品
製
造
業
）』

『
国
内
既
存
事
業
の
新
た
な
価
値
創
出
。

海
外
事
業
の
基
盤
確
立
。
新
た
な
食
領

域
で
の
事
業
確
立
。
持
続
可
能
社
会
の

実
現
。（
食
料
品
製
造
）』

『
売
上
・
需
要
の
低
迷
、
同
業
種
で
の

競
争
激
化
、
材
料
費
・
仕
入
れ
価
格
の

上
昇
は
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
て
お
り
、
特
に
今
後
の
需
要
と

原
材
料
コ
ス
ト
の
動
向
は
業
績
に
大
き

く
か
か
わ
る
た
め
、非
常
に
気
が
か
り
。

中
期
事
業
計
画
の
実
現
に
向
け
、
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
が
重
点
課
題
。（
樹
脂

製
品
製
造
業
）』

『
店
舗
網
の
拡
大
が
厳
し
い
中
で
、
消

費
行
動
の
変
化
に
対
応
す
る
商
品
開

発
。
特
に
冷
凍
食
品
の
自
社
開
発
に
活

力
し
て
い
る
。（
食
料
品
製
造
業
）』

『
販
売
価
格
が
低
下
し
て
お
り
、
現
在

取
引
先
に
対
し
て
見
直
し
を
依
頼
し
て

い
る
最
中
。（
精
密
機
械
製
造
業
）』

『
木
材
事
業
の
低
迷
、
賃
貸
物
件
の
老

朽
化
（
木
製
品
製
造
業
）』

『
観
光
産
業
の
復
活
を
待
た
ず
し
て
、

雇
調
金
制
度
の
期
限
が
到
来
す
る
と
、

そ
の
後
の
資
金
繰
り
が
全
く
不
透
明
で

支
出
を
縮
小
す
る
し
か
手
段
が
見
当
た

ら
な
い
。（
食
品
製
造
業
）』

『
現
在
そ
れ
な
り
の
受
注
が
あ
っ
て
も
、

10
年
先
の
保
証
は
な
い
。
今
新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
の
再
構
築=

リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
我
社
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
で
あ

る
。（
木
製
品
製
造
業
）』

廿日市市景況調査（2021年１〜３月）
ＤＩ値（景況判断指数） 旧廿日市市エリアの調査結果になります

●ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断状況を表す。
ゼロを基準とし、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。
従って、売上など実数値の上昇や下降を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対
的な広がりを意味する。
※ＤＩ=（増加・好転などの回答割合）−（減少・悪化などの回答割合）　
　採算・業況：（好転）−（悪化）　　収入・売上：（増加）−（減少）
　仕 入 価 格：（上昇）−（下降）　　雇 用 人 員：（過剰）−（不足）

特に好調 50≦DI

好調（上昇・過剰） 25≦DI＜50

まあまあ 0≦DI＜25

不振（下降・不足）▲25≦DI＜0

きわめて不振 DI＜▲25
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業 種 別
景況概要

全国（３月） 廿　日　市　市　（ １月〜３月と先行き見通し ）
全産業 全産業 製造業 建設業 卸小売業 飲食・サービス業

前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し
収入・売上 ▲ 34.3 ▲ 26.7 ▲ 25.0 ▲ 16.7 ▲ 33.3    0.0 ▲ 20.0    0.0 ▲ 25.0 ▲ 37.5 ▲ 12.5 ▲ 37.5
仕入価格 ▲ 25.7 ▲ 26.5   22.2   27.8   26.7   53.3   20.0   20.0   12.5   0.0   25.0   12.5
採　　算 ▲ 33.9 ▲ 28.0   19.4   22.2   20.0   26.7   20.0   20.0   37.5   25.0    0.0   12.5
雇用人員    6.4    8.7 ▲ 25.0 ▲ 19.4 ▲ 20.0 ▲ 13.3 ▲ 60.0 ▲ 60.0 ▲ 25.0 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ▲ 12.5
業　　況 ▲ 35.3 ▲ 29.1 ▲  8.3   0.0 ▲ 13.3   6.7    0.0    0.0    0.0    0.0 ▲ 12.5 ▲ 12.5

※ 全国調査は【 日本商工会議所 LOBO調査 】をご参照ください� （ 対象 67 社　回答 40 社 ）

【
建 

設 

業
】

『
Ｉ
Ｔ
化
の
強
化
。
人
材
育
成
。
利
益

確
保
。（
建
設
工
事
業
）』

『
引
き
続
き
続
く
見
通
し
で
は
あ
る
が
、

そ
の
後
の
民
間
Ｉ
Ｔ
、
Ｄ
Ｘ
化
が
不
透

明
（
設
備
工
事
業
）』

『
コ
ロ
ナ
関
連
で
減
（
造
園
工
事
業
）』

『
経
費
節
減
の
効
果
（
解
体
業
）』

【
卸
小
売
業
】

『
人
材
確
保
が
必
要
（
建
築
材
料
卸
売

業
）』

『
企
業
の
広
告
費
に
あ
た
る
事
業
を
し

て
い
る
の
で
、
費
用
対
効
果
を
伝
え
て

営
業
活
動
を
し
て
い
る
。
認
知
度
不
足

が
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。（
自
動
車
部
品
販
売
）』

『
非
常
に
ア
ナ
ロ
グ
な
要
素
が
強
い
ガ

ソ
リ
ン
や
材
木
業
界
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
化

等
で
効
率
化
を
図
る
。（
木
材
販
売
）』

【
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
】

『
業
界
全
体
が
悪
い
為
、
新
事
業
も
考

え
て
い
ま
す
。（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
）』

『
新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
、
今
ま

で
と
は
違
う
顧
客
ニ
ー
ズ
を
創
造
し
て

い
く
（
飲
食
業
）』

『
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
な
け
れ
ば
事

業
が
成
り
立
た
な
い
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
）』

●設備投資は？�
１月〜３月 4月〜6月

見込み

実
　
施
　
し
　
た

土　地 0 0
建　物 1 2
機　械 10 10
車　両 7 3
ＩＴ機器 4 8
その他 1 2
計 23 25

実施してない・しない 18 16
※複数回答・無回答あり� （回答 41社）

●当面の問題点は？
第１位 売上、需要が増えない 20.2％
第２位 材料費や仕入価格が上昇 14.1％
第３位 従業員や人材の確保が難しい 13.1％
第４位 新型コロナの影響がある 12.1％
第５位 消費者ニーズが変化してきた・

ＩＴ化への対応が出来ていない  7.1％
※回答の「その他」はランク外扱い

●設備投資は？� ●当面の問題点は？
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マ
ル
経
融
資 

金
利
情
報
（
４
月
15
日
現
在
）
１
・
２
１
％	

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
保
証
人
不
要
・
低
金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１
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経
営
な
ん
で
も
相
談
会　
令
和
３
年
６
月
18
日（
金
）
無
料
相
談
会
。
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
や
、
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
、
社
労
士
に
よ
る
労
務
相
談
な
ど
。　

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１

職場でかんたんメンタルヘルス
　

ス
ト
レ
ス
と
い
う
言
葉
か
ら
、
何
を
連

想
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
嫌

な
こ
と
や
、
つ
ら
い
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
ス
ト
レ
ス
は
無
く
さ
な
け
れ
ば
と
思

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
実
は
ス
ト
レ
ス
は
無
さ
過
ぎ
て
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
毎
日
お
休

み
で
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
、
誰
に
も
会

わ
な
い
な
ど
の
過
少
ス
ト
レ
ス
だ
と
、
生

き
る
気
力
さ
え
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
良
く
も
悪
く
も
、
適
度
に
ス

ト
レ
ス
は
あ
っ
た
方
が
生
き
生
き
過
ご
せ

る
の
で
す
。
た
だ
、
現
代
に
お
い
て
は
、

忙
し
過
ぎ
る
、
情
報
が
あ
り
過
ぎ
る
な
ど

過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す
い
の

で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。
ス
ト

レ
ス
は
無
く
す
も
の
で
は
な
く
、
う
ま
く

付
き
合
っ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
は
何
か
と
い
う
と
変
化
で

す
。
結
婚
や
出
産
、
部
署
異
動
や
担
当
替

え
、
引
っ
越
し
な
ど
、
た
と
え
そ
れ
が
プ

ラ
ス
の
変
化
で
あ
っ
て
も
大
き
な
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
変

化
が
大
き
か
っ
た
１
年
で
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
年
度
替
わ
り
の
こ
の
時
期
は
、

社
会
の
変
化
が
一
番
大
き
い
と
き
で
も
あ

り
ま
す
。
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
の
異
動
、
家
族
の
進
学
な
ど
の
変
化
を

受
け
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　

５
月
病
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
５
月
に

心
の
不
調
が
増
え
る
か
と
い
う
と
、
こ
の

年
度
替
わ
り
の
時
期
に
受
け
た
ス
ト
レ
ス

を
う
ま
く
発
散
で
き
な
い
せ
い
で
も
あ
り

ま
す
。

　

変
化
が
あ
る
と
き
は
、
と
か
く
忙
し
く

心
の
余
裕
が
な
い
の
で
、
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
を
怠
っ
て
し
ま
い
や
す
い
の
で

す
。
普
段
行
っ
て
い
る
趣
味
を
し
ば
ら
く

休
ん
で
し
ま
う
と
か
、
今
は
物
理
的
に
そ

の
よ
う
な
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
も

断
っ
て
し
ま
う
と
か
、
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が

多
く
か
か
っ
て
い
る
状
況
下
で
、
ス
ト
レ

ス
発
散
を
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
放
置
し
て

し
ま
い
や
す
い
の
で
す
。

　

そ
の
状
態
が
続
き
、
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積

し
て
飽
和
状
態
に
な
る
の
が
、
１
～
２
カ

月
後
に
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
の
で
、
５
月

く
ら
い
か
ら
不
調
を
訴
え
る
人
が
増
え
る

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
忙
し
く
変
化
の
多

い
と
き
こ
そ
、
積
極
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消

が
必
要
で
す
。こ
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、

ご
自
身
の
生
活
に
変
化
が
あ
っ
た
と
き

は
、
ぜ
ひ
意
識
的
に
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
入
れ
、
好
き
な
こ
と
に
触
れ
る
時

間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 　
　

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構　

代
表
理
事　

大
野　

萌
子

『
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
？
』

『
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
？
』◆大野 萌子／おおの・もえこ

　法政大学卒。一般社団法人日本メ
ンタルアップ支援機構（メンタル
アップマネージャ資格認定機関）代
表理事、産業カウンセラー、２級キャ
リアコンサルティング技能士。企業
内健康管理室カウンセラーとしての
長年の現場経験を生かした、人間関
係改善に必須のコミュニケーショ
ン、ストレスマネジメントなどの分
野を得意とする。現在は防衛省、文
部科学省などの官公庁をはじめ、大
手企業、大学、医療機関などで年間
120件以上の講演・研修を行い、机上の空論ではない「生き
たメンタルヘルス対策」を提供している。著書に『よけい
なひと言を好かれるセリフに変える言いかえ図鑑』（サン
マーク出版）ほか多数。



従
業
員
の
万
が
一
に
備
え
て　

さ
く
ら
共
済

国
の
事
業
主
退
職
金
制
度　

小
規
模
企
業
共
済
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
時
に　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
済
担
当
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１
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　現在、廿日市をフィールドに、新た
なビジネスを挑戦しようとする機運
が高まっております。それに伴い、廿
日市市・廿日市商工会議所・同青年部
が協働で、挑戦者を応援する基盤を
2018年から作ってきました。それが、

「廿日市ビジネスチャレンジコンテス
ト」です。ただ、新型コロナウイルス
感染拡大の影響により、2020年度の
企画は中止となりました。そんな中、オンラインで創業機運を高
める対策ができないかと考え、2021年2月27日に、広島県内のビ
ジネスプランコンテストで優秀な成果をおさめたプレゼンター５
名に集まっていただき、オンラインでプレゼンテーションを行っ
ていただきました。プレゼンテーションは特設HPで閲覧できま
す。（詳細は「廿日市ビジネスチャレンジコンテスト」で検索。）
　また、廿日市のチャレンジャーを紹介するInstagram「はつか
いち起業図鑑」をつくり、創業したい方が繋がりたい方を調べる
ことができる人材図鑑も作りました。ここでは、事業内容だけで
はなく、創業時期、創業したきっかけ、創業時に苦労したことな
どのプロフィールを掲載しています。こういった取り組みを知っ
ていただくことで、廿日市活性化プランのヒントを見つけるだけ
でなく、人材マッチングをする基盤になることを期待しています。

　　広報研修委員会副委員長　川本　真督

　５月29日（土）公益社団法人青少年育成広島
県民会議主催の「いただきます！ぶちうま継承
プロジェクト」第一弾として「～廿日市桶ずし
～廿日市をまるごといただこう！」のテーマで
女性会メンバーが講師＆スタッフとして参加い
たします。このプロジェクトは地域に伝わる

「食」を親子で味わいながら、そのおいしさを
育んだ地域の歴史を学び、子供たちの生きる力
を伸ばすとともに、次の時代へ伝統文化を継承
していこうというものです。当日は広島県内の
小学校４～６年生の子供たちが親子で参加いた
だきます。子供たちに廿日市に伝わる「味と歴
史」をしっかりとお伝えしていきたいと思って
おります。

廿日市で新たなビジネスチャレンジを

私たちと一緒に活動しませんか
廿日市商工会議所女性会では、廿日市を一緒に盛り上げ
てくれる会員を随時募集しています。女性会活動に興味
のある方はお気軽にお電話ください。
女性会事務局（担当：佐々木・藤村） TEL 0829-20-0021

「いただきます！ぶちうま継承プロジェクト」に参加します！



人
身
事
故
の
臨
時
費
用
補
填
に 

自
動
車
事
故
費
用
共
済 

お
守
り
く
ん
事
業
所
・
ご
自
宅
を
守
る
総
合
共
済 

火
災
共
済
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度 

中
退
共
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
済
担
当
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１

9

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
地
方
創
生
・
活
性

化
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
地
域
の
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る
。
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

事
務
局
の
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

平
成
30
年
度
最
終
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
」

に
よ
れ
ば
、
令
和
元
年
７
月
時
点
で
累
計
１

４
３
市
２
町
２
３
３
計
画
が
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
認
定
を
受
け
、
こ
の
う
ち

１
１
９
市
１
５
０
計
画
に
つ
い
て
計
画
終
了

後
、
最
終
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
書
が
作
成

さ
れ
て
い
る
。
各
自
治
体
が
、「
に
ぎ
わ
い

の
創
出
」「
街
な
か
居
住
の
推
進
」「
経
済
力

の
向
上
」「
公
共
交
通
の
利
便
の
増
進
」「
そ

の
他
」
の
５
分
類
で
、
複
数
の
目
標
を
掲
げ

て
、
そ
の
達
成
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
、
定
量
的
な
目
標
指
標
を
設
定
し
、

取
り
組
み
が
予
定
通
り
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）

し
た
の
か
を
評
価
し
て
い
る
。
同
報
告
書
の

事
業
評
価
で
は
、
評
価
指
標
（
４
５
０
指
標
）

全
体
の
「
目
標
達
成
」
は
32
・
７
％
（
１
４

７
指
標
）
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、「
に
ぎ

わ
い
の
創
出
」（
２
４
２
指
標
）が
同
35
・
５
％

（
86
指
標
）、「
公
共
交
通
の
利
便
の
増
進
」

（
16
指
標
）
は
同
50
・
０
％
（
８
指
標
）
と
全

体
の
目
標
達
成
率
を
上
回
っ
た
も
の
の
、「
街

な
か
居
住
の
推
進
」（
93
指
標
）は
同
21
・
５
％

（
20
指
標
）、「
経
済
活
力
の
向
上
」（
77
指
標
）

は
同
28
・
６
％
（
22
指
標
）
と
達
成
率
が
全

体
よ
り
も
低
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定
を

受
け
た
事
業
は
、
大
き
く
⑴
交
流
拠
点
整
備

等
、
⑵
マ
ン
シ
ョ
ン
整
備
等
、
⑶
市
街
地
再

開
発
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
商
業
施
設
等

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
同
報
告
書
の
中

で
指
摘
さ
れ
て
い
た
共
通
す
る
問
題
は
当
初

期
待
さ
れ
て
い
た
効
果
が
持
続
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、⑴
で
は
、効
果
は
一

定
の
エ
リ
ア
の
み
で
全
体
の
回
遊
性
に
つ
な

が
ら
な
い
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
だ
け
で
は
平

常
時
の
再
来
街
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
消
費
が
急
減
し
て
取
り

組
み
の
効
果
が
限
定
的
、
事
業
間
の
連
携
不

足
に
よ
り
事
業
の
効
果
が
未
発
現
等
、
⑵
で

は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
想
定
以
上
に

進
行
し
た
こ
と
、
ま
た
、
街
な
か
居
住
を
支

援
す
る
ソ
フ
ト
事
業
の
活
用
件
数
が
想
定
を

下
回
っ
た
こ
と
等
で
事
業
の
効
果
が
限
ら
れ

た
こ
と
、
⑶
で
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
立
地
や
Ｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
の
普

及
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
閉
店
な

ど
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
で

新
た
に
建
設
し
た
商
業
施
設
の
効
果
の
発
現

が
限
定
的
、が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。⑴
か
ら
⑶

は
、
い
ず
れ
も
ハ
ー
ド
整
備
主
体
の
事
業
で

あ
り
、中
心
市
街
地
の
域
内
の
人
・
モ
ノ
・
資

金
の
循
環
を
促
進
す
る
こ
と
で
、地
域
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
ソ
フ
ト
面
に

お
い
て
当
初
見
込
ん
だ
効
果
の
持
続
性
が
限

定
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
上
記
の
問
題
へ

の
対
応
策
は
各
自
治
体
が
考
案
し
て
い
る
も

の
の
、そ
の
内
容
を
見
る
と
、上
記
ソ
フ
ト
面

の
効
果
を
生
み
出
す
と
い
う
視
点
か
ら
は
、

具
体
性
に
欠
け
、効
果
の
持
続
性
を
担
保
す

る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
と
懸
念
さ
れ
る
。

　

す
で
に
事
業
評
価
の
し
っ
か
り
し
た
手
法

は
確
立
し
て
い
る
も
の
の
、
当
初
の
効
果
を

期
待
通
り
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い

く
つ
か
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。
第
一

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
リ
ス
ク
の
定
量
化
・

精
緻
化
、
当
事
者
間
で
の
共
有
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
テ
ー
ル
リ
ス
ク

（
発
生
す
れ
ば
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

の
、
通
常
の
想
定
す
る
範
囲
内
で
は
考
慮
さ

れ
る
必
要
性
が
極
め
て
低
い
リ
ス
ク
）
に
近

い
リ
ス
ク
の
顕
在
化
に
つ
い
て
は
想
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、「
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
想
定
以
上
に
進
行
し
た
こ
と
」「
ソ

フ
ト
事
業
の
活
用
件
数
が
想
定
を
下
回
っ
た

こ
と
」
な
ど
は
リ
ス
ク
の
定
量
化
・
精
緻
化

に
よ
る
関
係
当
事
者
の
共
有
、
具
体
的
対
策

の
事
前
準
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、

地
域
の
全
体
最
適
視
点
の
当
事
者
間
の
〝
強

い
共
有
〟
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
地
域
内
の

資
源
を
最
大
限
生
か
し
、
地
域
の
全
体
最
適

の
観
点
を
踏
ま
え
、
政
府
が
進
め
る
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
代
に
即
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
・
地
方
創
生
等
の
地
域
の
長
期

的
課
題
を
解
決
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
第
三
と
し
て
、
地
域
全
体
の

最
適
を
目
指
す
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
と
連
携

の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
・
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者

の
上
層
部
か
ら
現
場
ま
で
Ｄ
Ｘ
を
徹
底
さ
せ

て
、
デ
ー
タ
を
共
有
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
・

地
方
創
生
に
関
連
す
る
将
来
的
な
リ
ス
ク
を

精
緻
化
し
、
対
応
策
を
よ
り
具
体
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
間
の
連
携
で

注
目
さ
れ
る
の
は
、
内
閣
府
の
「
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
」
構
想
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
・
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
、ば
ら
ば
ら

に
収
集
し
て
い
た
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
・

顧
客
デ
ー
タ
を
連
携
し
て
お
互
い
に
活
用
で

き
る
共
通
の
デ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
で
、地
域
の
住
民
・
顧
客
に
迅
速

か
つ
適
切
な
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
都
市
構
想
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
、今

後
、当
事
者
の
連
携
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

『
中
心
市
街
地
活
性
化
の
課
題
と
解
決
の
方
向
性
』

『
中
心
市
街
地
活
性
化
の
課
題
と
解
決
の
方
向
性
』

潮流を読む

　

最
後
に
、継
続
的
に
住
民
・
顧
客
の
特
性
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
住
民
目
線
の
ま
ち
づ
く

り
・
地
方
創
生
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
中
で
の
地
域
の
情

報
・
デ
ー
タ
の
共
有
は
当
然
で
あ
る
が
、そ
れ

以
上
に
住
民
・
顧
客
と
の
信
頼
関
係
に
よ
っ

て
得
る
こ
と
が
可
能
な
一
次
情
報
＝
ア
ナ
ロ

グ
情
報
の
重
要
性
が
増
す
こ
と
を
強
く
認
識

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル

の
融
合
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
域
住
民
と
顧
客
の
密
着
を
コ
ア
の
価
値
と

し
て
、
質
と
量
を
具
備
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
、

蓄
積
、共
有
、活
用
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
の

時
代
に
お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
が
見
い
だ
せ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
で

の
人
の
回
遊
を
ど
の
よ
う
に
リ
ア
ル
の
世
界

に
つ
な
げ
る
か
と
い
う
中
心
市
街
地
活
性
化

施
策
の
新
た
な
視
点
も
開
け
て
こ
よ
う
。

（
３
月
17
日
執
筆
）

株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員内

野　

逸
勢

◆内野 逸勢／うちの・はやなり
　１９９０年慶応義塾大学法学部卒業。
大和総研入社。企業調査部、経営コ
ンサルティング部、大蔵省財政金融
研究所（１９９８～２０００年）出向などを経
て現職（金融調査部　主席研究員）。
専門は金融・資本市場、金融機関経
営、地域経済、グローバルガバナン
スなど。主な著書・論文に『地銀の
次世代ビジネスモデル』２０２０年5月、
共著（主著）、『FinTechと金融の未来
～10年後に価値のある金融ビジネス
とは何か？～』２０１８年4月、共著（主
著）、『JAL再生 高収益企業への転換』日本経済新聞出版、
２０１３年1月、共著。IAASB CAG（国際監査・保証基準審議会 
諮問・助言グループ）委員（２００５～２０１４年）。日本証券経済研
究所「証券業界とフィンテックに関する研究会」（２０１７年）
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「
さ
あ
、
今
日
は
ど
こ
に
食
べ
に
行
こ
う
？
」　

廿
日
市
の
グ
ル
メ
情
報
「
は
つ
め
し
」
廿
日
市
の
グ
ル
メ
情
報
が
満
載
！
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
飲
食
店
情
報
サ
イ
ト
。　
　
　

「
は
つ
め
し
」
で
検
索

News ＆ Information

３月18日に開催された日本商工会議所通常総会
において経営改善普及事業発足60周年記念事業
で優良商工会議所として中小企業庁長官表彰を
受賞いたしました。併せて児玉中小企業相談所
長が優良経営指導員として日本商工会議所会頭
表彰を受賞いたしました。

優良商工会議所として
中小企業庁長官賞受賞
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「
今
週
末
、
家
族
で
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
？
」　

は
つ
か
い
ち
・
宮
島
体
験
観
光
な
び
廿
日
市
の
体
験
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
満
載
。
週
末
は
近
く
て
安
く
遊
べ
る
廿
日
市
へ
！　
　
　

「
廿
日
市  

体
験
」
で
検
索

地元が
　好きだから

FM
は
つ
か
い
ち

76.1M
H
z

スマホでも聞ける
インターネット
サイマルラジオ

香川　裕光(かがわ　ひろみつ)

伊達　奈緒美(だて　なおみ)

寺本　隆(てらもと　たかし)

ＲＥＤ☆ＥＹＥ(レッド　アイ)

火曜

廿日市商工会議所 青年部メンバーも
パーソナリティとして元気に放送中！

木曜

金曜

土曜

第2・4

第1

『RED☆EYEのFIRE RADIO STATION』
18:00～19:00

『ナオミの朝からファンファーレ!!』
10:00～11:00

『Soluanaのヒーリングタイム♪』
18:30～19:00

『香川裕光のAcousticラジオ♪』
20:00～21:00

第1・3

アシスタントはパーカッショニスト川本恭子。
軽快なトークに生演奏とともに送る楽しい60分。

Soluana の二人(寺本隆・采可)が癒しのウクレレ
ミュージックをお届けする夕方のひととき。

テーマはスポーツと健康。ダンスインストラクター
伊達奈緒美がメインパーソナリティ。素敵なゲストも。

毎回ゲストも迎え、楽しくアツイ60分。オリジナルソ
ング「KENDAMA SONG～高く、高く～」はおなじみ。

ご加入ありがとうございます。

村田工業 深 江 土木工事業

藤のや 宮 島 町 宿泊業

㈱サントロペ 宮 島 町 飲食店

社会福祉法人にこぷらす 串 戸 保育園

櫛田建工 阿 品 大工工事業

GQ運送㈱ 四季が丘 運送業

中越智則 丸 石 設備工事業

事　業　所　名 地　　区 業　　種

新入会員紹介 令和3年4月12日現在
会員数１,642事業所

★次号6月号は6月2日㈬発行予定です。
　チラシの締切は5月21日㈮です。

５
　
　
　
月

日（曜） 開始時間〜終了時間 内　　容

10日（月）14:00～16:00 正副会頭会議

11日（火）19:30～21:00 【青年部】定例会・会員総会

24日（月）14:00～16:00 正副会頭連絡会

25日（火）19:30～21:00 【青年部】役員会

27日（木）11:00～12:00 総務財政委員会

商工会議所カレンダー商工会議所カレンダー

※新型コロナウイルス感染拡大により会議等中止・延期と
なる場合がございます。
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MEMBER NET-WALK

旬な魚の炭火焼き料理と
厳選されたお酒
　今年１月にけん玉商店街にオープンした【炭

すみ

と肴
さかな

と酒
さけ

　
いこる】。「お客様自身で鮮魚を焼きながらお酒を嗜むこと
のできる料理屋を開業したい」と堀越店主。
　店主のこだわりは、旬の魚を全国の美味しいお酒を目利
きで厳選していることである。おすすめは、七輪焼き イカ
一夜干し（左写真）。
　カウンター席の他、人数に合わせて座席数を調整できる
掘りごたつ式の席もあるので、可動式の暖簾で仕切ること
も可能。ゆっくり魚とお酒を嗜みたい方には、おすすめの
店舗である。

▲マナガツオ味噌漬け
　1,480円（税込）
味噌のコクが染みたマナガ
ツオに香ばしさが加わった
一品。サワラなど、季節に
よって違う魚が登場する。

▲お刺身3種盛り
　880円（税込）
昆布締め、酢締め、炙りな
どひと手間かけた盛り合
わせ刺身料理。

▲だし巻き卵
　650円（税込）
出汁のうまさがふわっと
包まれたなめらかなだし
巻き卵。

炭
すみ

と肴
さかな

と酒
さ け

　いこる

▲七輪焼き イカ一夜干し　650円（税込）
ゆっくりお酒を飲みながら卓上で炭火焼きが楽しめる。マヨネー
ズと七味唐辛子付き。焼き加減はお客様自身のお好みで調節で
きる。

所 	廿日市市駅前5-3　　☎  0829-30-8485
営 	平 日18:00 ～23:00（L.O.22:00）
　金・土・祝前日18:00 ～24:00（L.O.23:00）
休 	日曜日　 P  なし

0から1を生みだす価値の創造をサポート
　アイデアの創出から取材、広報ＰＲまで事業者に寄り添って支
援する「天ライターズ」。
　シングルマザーとして、家庭の中でできる仕事を見つけようと
思った際に、教員時代に身につけたＩＴスキル、イベントプロ
デュース、相談スキル、加えてブログでのライティングスキルを
活かせるよう、事業開業に至った。
　これまでに、東京、広島県内や廿日市市と地域は幅広く、コン
サルティングや広報コンテンツ制作等の支援実績は数多い。
　価値創造等にお悩みの方は、ぜひ「天ライターズ」にご相談を！

▲実績例：（一社）はつかいち
観光協会のけん玉発祥100周
年のHP。今年で発祥100周年
を記念したけん玉の総合情報
サイト。けん玉に関するリ
サーチ・取材、日英記事、HP
制作など全体を担当。

▲実績例：アニポス社のブログ
運営、SNS広報、広報におけ
るコンサルティングを担当。

天ライターズ
所 	廿日市市宮内4-10-23-303
☎ 	090-7508-1744

▲趣味は写真撮影。「HP等の作成にこのスキルが役立
ちます」と話す築島さん。

ホームページ

▲実績例：広島市中区歴史資源活
用プロジェクト「ほうじゃ！西国
街道で遊ぼうや」
　職員へのアイデア創出ワーク
ショップ、プロデュース・ディレ
クション、HP制作など総合的に従
事。様々な新しい仕掛けが盛り込
まれたサイトに仕上がっている。


